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1956if-2 JJ 23円lζ観測された

太陽川波児'jWlj栢射のJl之fJi記録

1956if 2 )]2311にwめて'I主力な央市析。i引か3，750MC
と9，400MCの:つの周波数で観測された.乙のjh!JJiY恥i

'Hは3，750MCでは 1951{f.U月観測開始以*hl大のも
のである.そのIii)，:11町は白動νベノレ切微捺;によってI!L~ 

録された.乙のnにんまな111tが記録されたのはが佼;;;
でははじめてのζとであると思われる.

観測結果を情 11'X1li.び切1表に示す.

周被数 13，れ7印MC 1仏9，40ωOOMC

2切山

竺乞竺?銘竺竺fi川川川川r附附附附fババIi附川i日山IJり一J一二」竺出 1叩 Os

肢火 H時5刈lJ.T. Iω悶 m25s103h41m日s

最大~;'，t I L80xl01 I 3. J4xl01 10-22.W.m-2(c/s，-' I ~. UV ^ AV I 

I!j 口の 11川 畑 I 349 
10-22. W. m-2. (c/s) 1 1 ....... I 

乙れらの二ゥの川波数に於ける強皮測定の他に，

4.000MC !"i!);"I'によるf，Q/)iiJも17われた. fJt し h~よυ| に

は白励レベノレ切þ:~r~がなかったので穴'.1ÎH"i 1Hd-1:の記

録は得られなかった.

スh歩ロ十によってぶ劫lIiiを '1":::ど1iずるに愛ーする時

|日lは2.7分であるので， Ji.'Ij';;M身tn)'(の，包阪なZL-化は観

測lli5長ない

第 21史iに乙の 11 の市中IkJ)~J頃の屯放浪}.'5、のJ.i{商 hïfij

分(1;を示す.)，{'i;n:，¥射lI!itは・番西側の'4!:v!i¥11点(16'W) 
の中にあった.

異常'刺射中のs記録 GI~3 図夫総)から異常恥jlJ-tがは

じまる前の記録(肉中点線)を引き.乙の差に発生源

の変化による納，Eをすれば，発生源に対する走査記録

が得られる.そして乙れから発生源の位i?l，大きさを

求める乙とがUJ米るー 111界11与03h42m頃の発生dJ7.の点

日I tI， 1i:犬 州j jd 隆治

ものと怨倣される

'oくにバースト必lの点西}j向のIIJを比f((る乙とはその

;'!.H面i極度の推定と衣22一体をなすものであり極めて重

要な乙とである.?l'i31立ICb)の4場合にはバーストによ

るに録の山の'j!fI'(IIJから屯披I僚の11Iを他定することが

出来る.その紡-来によるとパーストの終りの頃にはそ

の11Iは約3'であったζとがわかる.第31泊(a)の場合

にはその半111(IIJを求める乙とが出来ないが. Mllビーム

によるJ己主止が顕読にllJているので乙れから次のHiにし

て大まさを抑定する ζとが山;.kる. J!1lちiE波源の巾が

ν、いと谷が浅くなりリップノレの似rlJ が小さくなる);~屈

であるから.ソ;際に色々な屯放I~;\の 11I を仮定して態論

IJlI線を切出し，観測1111線と最ーもよく合うものを探せば

よい.乙の際ピークの値がわからなければいけないが

ζの場合にはーilJflijに受信級感度をドげて記録したピ

ークの怖があるので 3750MCの民度変化を多Hl1して比

例により之を求めた.4000MCにおける同じ偏放の強

度変化がわからないので円少s討のむ録のMJILが不完全

であり，従って完全に一致する IIJ線は比出せなかった

けれども，バースト似のJfl が2'~4' である乙とは略々

雄xと忠われる.その中間をとると3'となり，最大値
F付近においてもその11Iは殆んど変らないとfとうととに

なる.乙の*.'f.!+fからcil"'t，[するとパースト157、のiR肢は大

目白 3~12x l0吋 K。と云う高温tζì.iする

乙の異常編射と同時に東京天文台ではフレアーを観

測している (1)フレアーの極大時刻は03h42mで94∞
MCの最六時五IJと一致している しかし 3750MCの最

大!I!H，lJは乙れより 6.5分早かった 発生源の位置はフ

レアーの作目とよく一致している.
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初 1[;<1 (a) 3，750MCの記録
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